
今回は「選択的夫婦別姓」について質問をしました。執⾏部とその是
⾮を争うのではなく、この問題が保育・教育現場に何か影響を及ぼし
ているのか、市内での声はどうか、を把握し、「結論ありき」での議
論ではなく、本制度の周辺に横たわる⼾籍法や家族関係などが、法改
正によってどのような事態を起こし得るのか、どの多数を満⾜させる
のか、少数であってもより⼤きな問題につながる要素はないのか、な
ど広い⽬配りが求められる問題だと考えます。引き続き社会の議論を
注視しながら市内での認識共有を図れればと思います。

議案では「中学校体育館へのスポットエアコンの導⼊」をめぐり、さ
らっと補正予算で通すのか、今後⼩学校のこともあるので、⼗分な論
議を⾏うため当初予算に回して委員会審議を⾏うかの議論となりまし
た。市⺠クラブ未来とて、武藤やすしが補正予算での採決に反対する
討論を⾏った後、補正から削除する議員提案が可決、当初予算として
審議され、可決されるに⾄りました。
執⾏部に対して、議会での丁寧な討議を求める事例として意味があっ
たと思います。






